
 

                                       

  

 

 

                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

   

２月生活目標 

 

１月 13 日（木）、市電保存館に社会科見学に行ってきました。社会
科「よこはまのむかし・今・未来」の学習で交通の移り変わりについ
て考えました。実際に市電の車両に乗り、館長さんのお話を聞いたり、
ジオラマで街中を走る市電の姿を確認したりと横浜の歴史に触れる貴
重な体験となりました。 

 生活科の学習で、だるま落としやこま、羽根つきなどの「昔遊び」を体験し
ました。子ども達の多くは昔遊びを知ってはいるものの、初めて体験するもの
が多かったようです。できた時には歓声が上がっていました。2 組は、思い思
いの絵を描き、手作り凧を作りました。風を受け、高く揚がった時には、とて
も嬉しそうでした。 

 今年初めての登校日は、銀世界でした。真っ白い校庭に出て、思い思
いに遊びました。大きな雪だるまを作る子、小さな雪ウサギを作る子、
みんなの足跡に興味をもつ子、雪だるまにのったり、かまくらをつくっ
たり、夢中になって遊びました。手は冷たくなりましたが心はほっかほ
かになりました。 

１月 13 日、うさぎのふわちゃんの体の調子を見ていただいている、川口動物病院の獣医さんに来校して
いただき、「獣医さんのお仕事」「うさぎの飼い方」についてお話をしていただきました。子ども達は皆、動
物を大切にする気持ちをより一層深めました。現在、学習したことを早速生かし、ふわちゃんのお世話の仕
方を１年生に教えています。 

 １月１２日（水）、6 年生がリーダーとして進めるたてわり活動が終わ
り、5 年生に引き継ぎました。活動の回数が減ったり、遊びも制限があっ
たりで、工夫して行わなければなりませんでした。その中でリーダーとし
て、下級生にしっかりとたてわり活動の楽しさを伝えることができたと思
います。5 年生にバトンを渡すことができました。来年度も楽しい活動を
続けてほしいです。 

 図工「わくわくプレイランド」でビー玉を使うおもちゃを作りまし
た。使うグルーガン、ホットボンドの使い方をしっかりと理解して安
全に使いながら作品を作ることができました。タワーからビー玉が落
ちていく仕組みや、落とし穴に落ちるようにする仕組みなど工夫しな
がら作りました。完成したらみんなで遊んでみたいですね！ 

 

 冬休みが明けて間もなく寒さも厳しい中、体育館で書初めを行いました。今
年の 4 年生は、「明るい心」を書きました。一画ごとに気持ちを込めて、とめ・
はね・はらいや字のバランスに気を付けて書くことができました。書初めの字
のように、残りの２か月で学年のまとめをし、４年生のみんなで「明るい心」
をもって高学年になれるように頑張ります。 

 

１月１７日（月）～２１日（金）は給食週間でした。給食委員会の児童が、
好き嫌いなく食べることの大切さと栄養バランスについて伝えました。普段何
気なく食べている給食を通して食習慣を見直し、給食作りに関係する方々に感
謝の気持ちを伝えることができました。 

 
 

児童支援専任から 
「親しき中にも礼儀あり」 

親しくなりすぎるとつい遠慮がなくな

り、礼儀を失することがあるということ

を戒める言葉です。  

 学校生活でも、この言葉をかけたくな

る場面が時折見られます。ドッジボール

でボールを当てられた友達に対して笑

ったり、友達を変なあだ名で呼んだりす

るなどです。仲がいいから冗談だってわ

かってくれると思っていても、された人

からすると傷ついていることもありま

す。仲がいいからこそ、もっとその友達

を大切にする。そのためには言葉や態度

をいつも丁寧にする。各家庭でも、友達

との関わり方について話題にあげてい

ただけたらと思います。 


